
           
 

   

  

  

  

 

 

 

  

  

 

 

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標（合言葉） 

一、しっかり学ぶ  錦の子 

一、よりよく生かす 錦の子 

一、なかよく生きる 錦の子 

一、元気でがんばる 錦の子 

 

 

 

第１１号 令和６年３月８日 発行者 校長 大森信二 

◇最新の情報は，本校のホームページでご確認ください◇ 

 ２月２１日（水），縦割り班ごとに各教室でゲームを行

い，下級生から６年生一人一人に感謝のメッセージなどが

プレゼントされました。体育館では，全校児童による合唱

などを行い，感謝の気持ちを伝え合うなど，５学年を中心

に心をこめて全員でつくりあげた素敵な会となりました。

給食は縦割り班でみんな仲良くおいしくいただきました。 

（卒業式で６年生に伝える式辞の内容を一部紹介します。） 

卒業にあたり，みなさんがこれから歩んでいく人生において，大切なこと

だと思うことを２つお話しします。１つ目は，「挨拶や感謝の言葉が言える

人になってほしい」ということです。私たちは，自分一人では生きていけま

せん。多くの人とかかわり，多くの人にお世話になって生きています。その

時に大切なことが「挨拶」「返事」「感謝の気持ち」です。挨拶は周りを明る

く和やかにし，お互いを笑顔にします。この心と心をつなぐ挨拶が，家族に

も，友達にも，地域の人にもきちんとできる人になってください。２つ目は，

「理想は高く，姿勢を低く，大地に足を踏ん張って，ゆっくりとがっちりと，

前へ前へと進もう」という言葉です。これは，立命館大学元総長 末川博先

生の教えです。人生は自分の思うようにいかないことが多いです。しかし，

前向きに生きることが大切なのです。やればできるという信念を持ち続けれ

ば，どんなに苦しいことでも乗り超えることができます。どうか，途中であ

きらめたり投げ出したりしないで，目標に向かって全力投球してください。

みなさん一人一人の活躍をいつまでも見守っています。 

 ３月６日（水），全校集会を行い，各分野で活躍した児童

を表彰し，全校で称えました。受賞した児童は以下の通りで

す。表彰後，寓話「ヤマアラシのジレンマ」から，人間関係

を築く上で大切にしたいことなどについて話をしました。 
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理想は高く 姿勢を低く 

大地に足をふんばって 

一歩ずつ 前へ前へと進もう 

立命館大学名誉総長 末川 博 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度，「うつのみや学校マネジメントシステム」全体アンケートの集計結果についてお知らせします。

回答が対象外の質問項目につきましては，斜線になっております。保護者の肯定的回答割合が特に低い数値であ

った「Ａ７.宇都宮の良さ」については，『宇都宮学』等を通して，宇都宮の良さを伝える授業を実施していき

ます。「Ａ１１．いじめ対策」については，引き続き，日頃の児童観察，アンケート調査の実施，早期発見・早

期対応，再発防止に取り組むとともに，保護者との報・連・相を密に取り組んでまいります。「Ｂ３.運動」に

ついては，授業の始めにサーキット運動を取り入れ，全身運動，腕力・握力を強化する運動，投力を向上させる

運動などを，楽しくできるよう取り組んでまいります。また，休み時間に外で遊ぶ機会を増やし運動する習慣が

身に付くよう，引き続き，学級や縦割り班で遊ぶ時間を確保してまいります。その他，日々の教育活動を各種た

よりやホームページ等で積極的に発信し，情報提供してまいります。保護者や地域の皆様，アンケートへご協力

いただきまして大変ありがとうございました。 

 

今年度，児童の自主性や積極性を高めるため，児童会や６年生を中心に主体的な活動を展開してきました。少

しずつですが児童の言動に自信が，そして学校生活に活気が感じられるようになりました。次年度も引き続き継

続してまいります。１年間，本校の教育活動にご理解とご協力を賜りまして本当にありがとうございました。 


